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６
月
１
日
か
ら
労
働
安
全
衛
生
規

則
が
改
正
さ
れ
、
熱
中
症
の
お
そ
れ
が

あ
る
労
働
者
を
早
期
に
見
つ
け
、
重
篤

化
を
防
止
す
る
た
め
の
「
体
制
整
備
」
、

「
手
順
作
成
」
、
「
関
係
者
へ
の
周
知
」

が
事
業
者
に
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

◇
詳
し
く
は
「
職
場
に
お
け
る
熱
中
症

対
策
の
強
化
に
つ
い
て
」
で
検
索
。 

□
問
合
せ
先 

五
所
川
原
労
働
基
準
監
督
署 

 

監
督
・
安
衛
課 

℡ 

０
１
７
３-

35-

２
３
０
９ 

    

夏
は
温
度
・
湿
度
が
高
く
、
食
中
毒

の
原
因
と
な
る
細
菌
が
増
え
や
す
い

時
期
で
す
。 

特
に
、
お
肉
に
は
腸
管
出
血
性
大
腸

菌
や
カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
な
ど
の
細

菌
が
つ
い
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

食
中
毒
予
防
の
３
原
則
を
守
り
、
食

中
毒
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。 

◆
食
中
毒
予
防
の
３
原
則 

①
つ
け
な
い 

 

手
指
・
調
理
器
具
は
し
っ
か
り
洗
う
。

 

焼
く
前
と
焼
い
た
後
で
、
ト
ン
グ
や

箸
を
使
い
分
け
る
。 

②
増
や
さ
な
い 

 

手
早
く
調
理
し
、
完
成
後
す
ぐ
食
べ

る
。 

 

調
理
前
の
食
材
や
調
理
後
す
ぐ
食
べ

な
い
食
品
は
冷
蔵
保
管
し
、
長
期
保
存

は
し
な
い
。 

③
や
っ
つ
け
る 

 

調
理
の
際
に
は
、
中
心
部
ま
で
し
っ

か
り
加
熱
す
る
。 

 

調
理
器
具
は
、
こ
ま
め
に
洗
浄
・
消
毒

す
る
。 

□
問
合
せ
先 

 

五
所
川
原
保
健
所 

 

℡ 

０
１
７
３-

34-

２
１
０
８ 

    
近
年
、
農
作
業
中
の
熱
中
症
が
増
加

傾
向
に
あ
る
た
め
、
農
作
業
中
の
熱
中

症
予
防
と
対
策
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。 

◆
農
作
業
中
の
熱
中
症
対
策
ポ
イ
ン
ト 

・
高
温
時
の
作
業
は
避
け
ま
し
ょ
う
。 

・
こ
ま
め
な
休
憩
と
水
分
・
塩
分
補
給

を
行
い
ま
し
ょ
う
。 

・
ひ
と
り
で
の
作
業
は
で
き
る
だ
け
避

け
ま
し
ょ
う
。 

・
熱
中
症
対
策
グ
ッ
ズ
（
帽
子
・
空
調
服

等
）
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。 

◆
次
の
よ
う
な
症
状
が
出
た
ら
熱
中
症

か
も
し
れ
ま
せ
ん 

・
め
ま
い
や
立
ち
く
ら
み 

・
筋
肉
痛
や
筋
肉
の
け
い
れ
ん 

・
大
量
の
発
汗 

・
体
の
だ
る
さ
、
頭
痛
、
吐
き
気 

・
呼
び
か
け
に
反
応
し
な
い
、
ま
っ
す

ぐ
歩
け
な
い 

◆
熱
中
症
の
疑
い
が
あ
っ
た
ら
、
す
ぐ

に
応
急
処
置
を
！ 

①
作
業
を
中
断
し
、
涼
し
い
場
所
へ
移

動
し
ま
し
ょ
う
。 

②
衣
服
を
ゆ
る
め
、
体
を
冷
や
し
て
体

温
を
下
げ
ま
し
ょ
う
。 

③
塩
分
や
水
分
を
補
給
し
ま
し
ょ
う
。 

④
応
急
処
置
を
し
て
も
症
状
が
改
善
し

な
い
場
合
に
は
、
医
療
機
関
で
診
察
を

受
け
ま
し
ょ
う
。 

□
問
合
せ
先 

 

農
林
水
産
課 

農
業
振
興
係 

 

℡ 

74-

４
４
１
１ 

 

夏夏
のの
食食
中中
毒毒
にに
注注
意意
！！  

おお
肉肉
のの
生生
食食
・・
加加
熱熱
不不
足足
はは

危危
険険
でで
すす  

農農
作作
業業
中中
のの
熱熱
中中
症症
対対
策策
をを  

徹徹
底底
しし
まま
しし
ょょ
うう  

職職
場場
にに
おお
けけ
るる
熱熱
中中
症症
対対
策策

がが
強強
化化
ささ
れれ
まま
しし
たた  
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◆
２
０
２
５
海
の
事
故
ゼ
ロ
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン 

７
月
16
日
～
31
日
は
、「
海
難
ゼ
ロ

へ
の
願
い
」
を
テ
ー
マ
に
海
難
防
止
活

動
を
行
い
ま
す
。 

プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
で
は
発
航
前

検
査
の
徹
底
と
整
備
業
者
等
に
よ
る

定
期
的
な
点
検
、
漁
船
で
は
適
切
な
見

張
り
と
気
象
海
象
の
把
握
、
海
中
転
落

や
巻
き
込
ま
れ
防
止
、
海
で
活
動
す
る

と
き
は
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
常
時

着
用
、
連
絡
手
段
の
確
保
、
携
帯
電
話

等
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
Ｏ
Ｎ
、
１
１
８
番
や

Ｎ
Ｅ
Ｔ
１
１
８
の
活
用
で
、
海
難
防
止

と
事
故
の
際
の
迅
速
な
救
助
に
つ
な

げ
ま
し
ょ
う
。 

◆
夏
季
安
全
推
進
活
動 

７
月
16
日
～
８
月
31
日
、
夏
休
み

を
中
心
と
し
た
夏
季
に
マ
リ
ン
レ
ジ

ャ
ー
が
活
発
化
す
る
な
か
、
特
に
開
設

海
水
浴
場
以
外
に
お
け
る
遊
泳
事
故

防
止
及
び
児
童
の
遊
泳
事
故
防
止
の

た
め
の
海
難
防
止
活
動
を
行
い
ま
す
。

監
視
員
や
ラ
イ
フ
セ
ー
バ
ー
が
い

る
時
間
帯
の
開
設
さ
れ
た
海
水
浴
場
で

安
全
に
海
水
浴
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。 

フ
ロ
ー
ト
遊
具
や
浮
き
輪
を
使
っ
て

い
て
、
思
い
が
け
ず
沖
に
流
さ
れ
る
こ

と
が
あ
る
の
で
、
特
に
小
さ
な
お
子
様

か
ら
目
を
離
さ
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し

ょ
う
。 

□
問
合
せ
先 

 

海
上
保
安
庁
へ
の
緊
急
通
報
は 

１
１
８
番 

 

青
森
海
上
保
安
部
交
通
課 

 

℡ 

０
１
７-

７
３
４-

２
４
２
２ 

    

７
月
21
日
～
31
日
は
夏
の
交
通
安

全
県
民
運
動
期
間
で
す
。 

夏
季
は
、
子
ど
も
や
高
齢
者
の
交
通

事
故
、
自
転
車
利
用
中
の
交
通
事
故
、
飲

酒
運
転
に
よ
る
交
通
事
故
が
多
く
発
生

し
て
い
ま
す
。 

自
転
車
・
特
定
小
型
原
動
機
付
自
転

車
を
利
用
す
る
際
は
、
左
側
通
行
な
ど

の
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

大
切
な
命
を
守
る
た
め
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト

を
忘
れ
ず
に
着
用
し
ま
し
ょ
う
。 

車
を
運
転
す
る
と
き
は
、
ス
ピ
ー
ド

を
控
え
、
お
酒
を
飲
ん
だ
ら
絶
対
に
運

転
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

□
問
合
せ
先 

町
民
課 

町
民
生
活
係 

℡ 

74-

２
１
１
５ 

 

   

県
で
は
、
土
砂
災
害
防
止
法
に
基
づ

き
斜
面
な
ど
の
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
た
め
調
査
員
が
個
人
所
有
地
に

立
ち
入
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
調
査
の

趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。 

な
お
、
調
査
員
は
青
森
県
西
北
県
土

整
備
事
務
所
長
が
発
行
す
る
身
分
証

明
書
を
携
帯
し
て
い
ま
す
の
で
、
不
審

な
場
合
は
提
示
を
求
め
て
く
だ
さ
い
。

◆
調
査
期
間 

令
和
８
年
３
月
末
ま
で 

□
問
合
せ
先 

青
森
県
西
北
県
土
整
備
事
務
所 

鰺
ヶ
沢
道
路
河
川
事
業
所 

河
川
担
当 

℡ 

０
１
７
３-

72-

３
１
３
５ 

  

夏夏
のの
交交
通通
安安
全全  

県県
民民
運運
動動
のの
おお
知知
らら
せせ  

   

 

昨
今
報
道
さ
れ
て
い
る
有
機
フ
ッ

素
化
合
物(

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ)

へ
の
関
心
の

高
ま
り
か
ら
、
深
浦
町
で
も
検
査
を
実

施
し
ま
し
た
の
で
そ
の
結
果
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。 

町
内
の
水
道
の
原
水
19
か
所
を
検

査
し
た
結
果
、
国
が
定
め
た
暫
定
目
標

値
（
50

ng
／
Ｌ
）
を
下
回
っ
て
い
ま
す

の
で
、
安
心
し
て
水
道
水
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。(

詳
細
な
結
果
は
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す) 

ご
不
明
な
点
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら

建
設
水
道
課
上
下
水
道
係
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

      □
問
合
せ
先 

建
設
水
道
課 

上
下
水
道
係 

℡ 

74-

４
４
１
６ 

 

水水
難難
事事
故故
にに  

注注
意意
しし
まま
しし
ょょ
うう  

水水
道道
原原
水水
のの
有有
機機
フフ
ッッ
素素
化化

合合
物物
（（
ＰＰ
ＦＦ
ＡＡ
ＳＳ
））
のの
検検
査査
結結

果果
にに
つつ
いい
てて  

Ｈ
Ｐ
は
こ
ち
ら
か
ら
▼ 

土土
砂砂
災災
害害
警警
戒戒
区区
域域
等等
のの  

現現
地地
調調
査査
をを
行行
いい
まま
すす  



      

令
和
７
年
度
の
保
険
料
は
、
７
月
中

に
お
届
け
す
る
保
険
料
額
決
定
通
知

書
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

◆
令
和
７
年
度
保
険
料
の
軽
減
措
置

に
つ
い
て 

○
所
得
が
低
い
方
の
軽
減 

同
一
世
帯
内
の
被
保
険
者
及
び
世

帯
主
の
所
得
額
の
合
計
に
応
じ
て
、
均

等
割
額
の
軽
減
が
受
け
ら
れ
ま
す
。 

・
軽
減
割
合 

７
割 

 

43
万
円
＋
10
万
円×

（
給
与
所
得

者
等
（
※
）
の
数―

１
）
以
下 

・
軽
減
割
合 

５
割 

 

43
万
円
＋
（
30
・
５
万
円×

被
保
険

者
の
数
）
＋
10
万
円×

（
給
与
所
得
者

等
（
※
）
の
数―

１
）
以
下 

・
軽
減
割
合 

２
割 

43
万
円
＋
（
56
万
円×

被
保
険
者

の
数
）
＋
10
万
円×

（
給
与
所
得
者
等

（
※
）
の
数―

１
）
以
下 

 

※
給
与
所
得
者
等
（
給
与
所
得
を
有
す

る
者
、
ま
た
は
公
的
年
金
等
に
係
る
所

得
を
有
す
る
者
が
２
人
以
上
い
る
世

帯
に
適
用
） 

○
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た

方
の
軽
減 

・
均
等
割
額
が
５
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。

（
資
格
取
得
後
２
年
間
） 

・
所
得
割
額
の
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

◎
被
用
者
保
険
と
は
、
会
社
員
等
の
被

雇
用
者
が
加
入
す
る
健
康
保
険
で
す
。 

◎
世
帯
の
所
得
が
低
い
方
は
、
よ
り
高

い
均
等
割
額
の
軽
減
（
７
割
軽
減
）
が
受

け
ら
れ
ま
す
。 

◆
保
険
料
の
減
免
等
に
つ
い
て 

災
害
、
倒
産
、
失
業
な
ど
特
別
な
事
情

に
よ
っ
て
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
保

険
料
の
減
免
等
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
問
合
せ
先
へ
お
早
め

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

◆
８
月
１
日
以
降
の
医
療
機
関
の
受
診

に
つ
い
て 

現
在
お
手
元
に
あ
る
健
康
保
険
証

は
、
最
長
で
令
和
７
年
７
月
31
日
ま
で

有
効
で
す
。
令
和
７
年
８
月
１
日
以
降

は
、
マ
イ
ナ
保
険
証
ま
た
は
資
格
確
認

書
の
提
示
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

資
格
確
認
書
は
、
７
月
中
に
お
届
け

し
ま
す
。（
令
和
８
年
７
月
末
ま
で
の
暫

定
的
な
運
用
と
し
て
、
新
規
加
入
者
や

再
交
付
の
方
へ
マ
イ
ナ
保
険
証
の
保
有

状
況
に
か
か
わ
ら
ず
、
資
格
確
認
書
を

交
付
し
て
お
り
ま
す
） 

な
お
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を
利
用
す
る

に
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得

し
、
被
保
険
者
証
利
用
の
申
し
込
み
を

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

○
被
保
険
者
証
利
用
の
申
込
方
法 

①
医
療
機
関
・
薬
局
の
顔
認
証
付
カ
ー

ド
リ
ー
ダ
ー
で
申
込 

②
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら
申
込 

③
セ
ブ
ン
銀
行
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
申
込 

○
被
保
険
者
証
利
用
の
問
合
せ
先 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総
合
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル 

℡ 

０
１
２
０-

95-

０
１
７
８ 

□
問
合
せ
先 

福
祉
課 

℡ 

74-

２
１
１
７ 

青
森
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合 

℡ 

０
１
７-

７
２
１-

３
８
２
１ 

    

無
秩
序
な
伐
採
に
よ
り
、
土
砂
流
出

防
止
や
水
源
涵
養
な
ど
の
森
林
の
大
切

な
働
き
が
失
わ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ

う
、
地
域
森
林
計
画
の
対
象
と
な
っ
て

い
る
森
林
の
立
木
を
伐
採
す
る
場
合
に

は
、
森
林
法
に
よ
り
森
林
が
所
在
す
る

広報ふかうら（お知らせ版）③ 

市
町
村
へ
伐
採
造
林
届
を
提
出
す
る

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

届
出
書
に
つ
い
て
は
、
伐
採
を
開
始

す
る
日
の
90
日
か
ら
30
日
前
ま
で
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

※
６
月
～
９
月
は
ナ
ラ
枯
れ
被
害
や

松
く
い
虫
被
害
の
原
因
と
な
る
媒
介

昆
虫
の
活
動
期
で
あ
る
た
め
、
こ
の
期

間
は
ミ
ズ
ナ
ラ
、
コ
ナ
ラ
、
カ
シ
ワ
な

ど
の
ナ
ラ
類
や
ア
カ
マ
ツ
、
ク
ロ
マ

ツ
、
ゴ
ヨ
ウ
マ
ツ
な
ど
の
マ
ツ
類
は
伐

採
し
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

ま
た
、
地
域
森
林
計
画
対
象
民
有
林

に
お
い
て
、
１
ha
を
超
え
る
森
林
の
土

地
の
形
質
変
更
（
太
陽
光
発
電
施
設
の

設
置
の
た
め
の
森
林
の
土
地
の
形
質

変
更
は
０
・
５
ha
）
を
行
う
場
合
は
、

県
知
事
の
林
地
開
発
許
可
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

□
問
合
せ
先 

農
林
水
産
課 

林
業
振
興
係 

℡ 

74-

４
４
１
１ 

西
北
農
林
水
産
事
務
所 

林
業
振
興
課 

℡ 

72-

６
６
１
３ 

 

後後
期期
高高
齢齢
者者
医医
療療
被被
保保
険険
者者

のの
皆皆
ささ
まま
へへ  

森森
林林
をを
伐伐
採採
すす
るる
際際
はは  

届届
けけ
出出
をを
忘忘
れれ
ずず
にに  



 
 
  

広報ふかうら（お知らせ版）④ 
    

町
内
３
地
区
で
深
浦
け
ん
こ
う
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。
楽
し
く
自
分
の

カ
ラ
ダ
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き

る
健
康
イ
ベ
ン
ト
も
盛
り
だ
く
さ
ん

で
す
！
参
加
者
全
員
に
健
康
グ
ッ
ズ

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
！ 

◆
日 

時 

８
月
１
日
（
金
）
14
時
～
16
時 

（
受
付
開
始
：
13
時
30
分
） 

◆
会 

場 
 

深
浦
町
役
場 

町
民
文
化
ホ
ー
ル 

◆
内 

容 

○
14
時
～
15
時 

講
演
会
「
見
て
わ
か
る
！
私
の
健
康

通
信
簿
！
（
仮
）
」 

 

深
浦
診
療
所 

吉
岡 

秀
樹
所
長 

○
15
時
～
16
時
：
健
康
イ
ベ
ン
ト 

①
医
師
無
料
相
談
会 

（
要
予
約
・
先
着
２
名
） 

②
健
康
測
定
会
（
べ
ジ
チ
ェ
ッ
ク
、
血

管
年
齢
測
定
、
自
律
神
経
チ
ェ
ッ
カ

ー
、
噛
む
力
チ
ェ
ッ
ク
等
） 

③
大
腸
が
ん
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー 

④
町
食
生
活
改
善
推
進
員
に
よ
る
減

深深
浦浦
けけ
んん
ここ
うう
講講
演演
会会
のの  

おお
知知
らら
せせ  

塩
食
試
食 

◆
持
ち
物 

筆
記
用
具
、
健
康
診
断
結
果
（
町
の
集

団
健
診
を
受
診
さ
れ
た
方
は
、
講
演
会
前

に
自
宅
に
郵
送
さ
れ
ま
す
） 

◆
申
込
方
法
・
締
切  

電
話
、
メ
ー
ル
ま
た
は
二
次
元
コ
ー
ド

か
ら
７
月
30
日
（
水
）
ま
で
に
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。 

※
医
師
無
料
相
談
会
、
キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
の

ご
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
お
早
め
に

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。 

◆
そ
の
他 

・
お
子
様
連
れ
の
方
の
た
め
に
キ
ッ
ズ

ル
ー
ム
を
設
置
し
ま
す
。（
要
予
約
） 

・
大
戸
瀬
地
区
の
日
程
は
、
次
回
以
降
の

広
報
お
知
ら
せ
版
に
て
掲
載
予
定
で
す
。

・
講
演
会
や
健
康
イ
ベ
ン
ト
の
内
容
は

変
更
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。 

    

□
申
込
・
問
合
せ
先 

健
康
推
進
課 

℡ 

82-

０
２
８
８ 

ﾒｰﾙ 
f
u
k
a
u
r
a
-
h
e
a
l
t
h
0
1
@
t
o
w
n
.
f
u

k
a
u
r
a
.
l
g.
jp
 

    ◆
日 

時 

８
月
20
日
（
水
）
～
９
月
24
日
（
水
） 

各
日
と
も
水
曜
日
【
全
６
回
】 

 

10
時
30
分
～
11
時
30
分 

◆
場 

所 

深
浦
町
保
健
セ
ン
タ
ー 

◆
対 

象 

深
浦
町
民
で
74
歳
ま
で
の
方 

（
75
歳
以
上
で
参
加
希
望
の
方
は
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
） 

◆
定 

員 

先
着
15
人 

◆
服
装
・
持
ち
物 

・
動
き
や
す
い
服
装
・
靴
・
飲
み
物 

・
汗
拭
き
タ
オ
ル 

※
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
を
お
持
ち
の
方
は
ご

持
参
く
だ
さ
い
。 

※
貸
出
用
の
マ
ッ
ト
も
用
意
し
て
い

ま
す
。 

◆
講 

師 

ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー 

 

神
馬 

陽
夏 

氏 
◆
申
込
方
法 

電
話
、
メ
ー
ル
ま
た
は
二
次
元
コ
ー

ド
か
ら
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
電
話
、

メ
ー
ル
で
お
申
込
み
の
場
合
は
、
氏

名
、
生
年
月
日
、
住
所
、
電
話
番
号
を

お
伝
え
く
だ
さ
い
。 

    

□
申
込
・
問
合
せ
先 

健
康
推
進
課 

℡ 

82-

０
２
８
８ 

ﾒｰﾙ 
f
u
k
a
u
r
a
-
h
e
a
l
t
h
0
1
@
t
o
w
n
.
f

u
k
a
u
r
a
.
lg
.j
p
 

  

  

統
合
失
調
症
の
あ
る
人
を
支
え
る
家

族
が
、
同
じ
立
場
の
家
族
に
よ
る
電
話

相
談
を
通
じ
て
悩
み
を
共
有
し
、
寄
り

添
い
の
支
援
を
受
け
る
こ
と
を
目
的
に

行
っ
て
い
ま
す
。 

◆
相
談
日 

毎
週
水
曜
日 

10
時
～
15
時 

◆
相
談
専
用
電
話
番
号 

℡ 

０
７
０-

５
０
９
６-

５
０
７
９ 

□
問
合
せ
先 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
青
森
県
精
神

保
健
福
祉
会
連
合
会 

℡ 

０
１
７-

７
８
７-

３
９
５
１ 

申
込
み
は
こ
ち
ら
か
ら
▼ 

ダダ
ンン
スス
＆＆
ぷぷ
ちち
ヨヨ
ガガ
教教
室室

をを
開開
催催
しし
まま
すす  

申
込
み
は
こ
ち
ら
か
ら
▼ 

家家
族族
にに
よよ
るる
家家
族族
のの
たた
めめ

のの
電電
話話
相相
談談  



  

※
青
森
会
場
、
八
戸
会
場
で
も
開
催
し

て
い
ま
す
。 

※
つ
ど
い
は
完
全
予
約
制
と
な
っ
て
い

ま
す
。
参
加
さ
れ
る
際
は
事
前
に
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

□
申
込
・
問
合
せ
先 

 

青
森
県
立
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー 

 

℡ 

０
１
７-

７
８
７-

３
９
５
１ 

 

   
仙
台
国
税
局
で
は
、
社
会
人
と
し
て

経
験
を
積
ま
れ
た
方
を
対
象
と
し
た

「
国
税
庁
経
験
者
採
用
試
験
（
国
税
調

査
官
級
）」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

国
家
公
務
員
へ
の
転
職
を
考
え
て
い

る
方
、
あ
な
た
が
こ
れ
ま
で
に
培
っ
た

専
門
知
識
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
経
験
を
活

か
し
、「
税
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
」
に
転

職
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

◆
受
験
資
格 

 

令
和
７
年
４
月
１
日
に
お
い
て
、
大

学
等
（
短
期
大
学
を
除
く
。
）
を
卒
業
し

た
日
又
は
大
学
院
の
課
程
を
修
了
し
た

日
の
う
ち
最
も
古
い
日
か
ら
起
算
し
て

８
年
を
経
過
し
た
者 

 

◆
受
験
申
込
受
付
期
間 

 

７
月
28
日
（
月
）
～
８
月
18
日
（
月
） 

◆
受
験
申
込
方
法 

 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。 

国
家
公
務
員
試
験
採
用
情
報

N
AV
I

（

h
t
t
p
s
:
//
w
w
w
.
j
i
nj
i.
g
o
.
j
p
/
sa
i

y
o
/
s
a
i
y
o.
ht
m
l

） 

◆
第
１
次
試
験
日 

10
月
５
日
（
日
） 

◆
第
１
次
試
験
地 

仙
台
市
ほ
か
全
国
８
都
市 

□
問
合
せ
先 

 

仙
台
国
税
局
人
事 

第
二
課
試
験
研
修
係 

℡ 

０
２
２-

２
６
３-

１
１
１
１ 

人
事
院
東
北
事
務
局 

℡ 

０
２
２-

２
２
１-

２
０
２
２ 

    

Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
と
は
、
幼
少
時
に
集

団
予
防
接
種
に
よ
り
Ｂ
型
肝
炎
に
感

染
し
た
と
認
め
ら
れ
る
患
者
に
対
し
、

病
態
に
応
じ
て
50
万
円
～
３
，
６
０
０

万
円
の
給
付
金
等
が
支
払
わ
れ
る
制

度
で
す
。 

た
だ
し
、
給
付
を
受
け
る
た
め
に

は
、
国
を
相
手
に
訴
訟
し
て
証
拠
に
基

づ
き
救
済
要
件
に
該
当
す
る
こ
と
を

確
認
し
た
う
え
で
国
と
和
解
等
を
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

Ｂ
型
肝
炎
被
害
対
策
東
北
弁
護
団

が
、
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
に
つ
い
て
、
弁
護

士
に
よ
る
無
料
電
話
相
談
を
行
い
ま

す
。 

◆
日 

時 

７
月
26
日
（
土
）
10
時
～
18
時 

◆
対 

象 

Ｂ
型
肝
炎
患
者
又
は
そ
の
家
族 

（
患
者
が
亡
く
な
っ
て
い
る
場
合
は
、

そ
の
相
続
人
） 

◆
相
談
用
電
話
番
号 

 

℡ 

０
２
２-

２
６
５-

２
２
１
７ 

 
 

 

０
２
２-

２
６
５-

２
２
１
８ 

□
問
合
せ
先 

 

Ｂ
型
肝
炎
被
害
対
策
東
北
弁
護
団

事
務
局
（
小
野
寺
友
宏
法
律
事
務
所

内
） ℡ 

０
１
２
０-

76-

０
１
５
２ 

     

     

身
近
な
方
を
自
死
で
亡
く
さ
れ
た
方

が
、
安
心
し
て
胸
の
内
を
語
り
合
え
る
場

と
し
て
開
催
し
ま
す
。 

「
誰
か
に
話
を
聞
い
て
ほ
し
い
」
「
話

を
し
た
い
」
と
き
に
安
心
し
て
話
せ
る
、

安
心
し
て
聴
け
る
場
と
し
て
開
催
し
て

い
ま
す
。
そ
の
場
に
い
る
だ
け
で
も
、
お

話
を
聴
く
だ
け
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
お
気

持
ち
が
辛
く
感
じ
る
と
き
は
そ
の
場
か

ら
離
れ
て
い
た
だ
い
て
も
大
丈
夫
で
す
。 

話
し
た
内
容
や
個
人
情
報
な
ど
の
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
は
、
参
加
者
同
士
で
守
ら
れ

る
ル
ー
ル
を
設
定
し
て
い
ま
す
の
で
安

心
し
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

◆
対 

象 

自
死
で
ご
家
族
や
ご
友
人
、
恋
人
な

ど
、
身
近
な
人
を
亡
く
さ
れ
た
方 

◆
参
加
費 

無
料 

◆
日
時
・
場
所 

弘
前
市
民
会
館 

２
階
中
会
議
室 

①
７
月
27
日
（
日
） 

13
時
30
分
～
15
時
30
分 

②
令
和
８
年
１
月
17
日
（
土
） 

13
時
30
分
～
15
時
30
分 

広報ふかうら（お知らせ版）⑤ 

自自
死死
遺遺
族族
のの
つつ
どど
いい
のの  

おお
知知
らら
せせ  

「「
国国
税税
庁庁
経経
験験
者者
採採
用用
試試

験験
（（
国国
税税
調調
査査
官官
級級
））」」（（
大大

学学
卒卒
業業
程程
度度
））
のの
おお
知知
らら
せせ  

ＢＢ
型型
肝肝
炎炎
訴訴
訟訟  

無無
料料
電電
話話
相相
談談
会会  



  
広報ふかうら（お知らせ版）⑥ 

    

行
政
機
関
が
森
林
所
有
者
に
対
し
森

林
の
整
備
等
に
関
す
る
助
言
を
行
っ
た

り
、
事
業
体
に
よ
る
効
率
的
な
森
林
整

備
を
進
め
る
た
め
に
は
、
森
林
の
土
地

の
所
有
者
の
把
握
が
必
要
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
個
人
、
法
人
を
問
わ
ず
、
売
買

や
相
続
等
に
よ
り
森
林
の
土
地
を
新
た

に
取
得
し
た
場
合
に
は
、
森
林
の
所
在

す
る
市
町
村
へ
の
届
出
書
の
提
出
が
森

林
法
に
よ
り
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。 

 

な
お
、
届
出
書
に
つ
い
て
は
、
所
有

者
と
な
っ
た
日
か
ら
90
日
以
内
に
提

出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。 

□
問
合
せ
先 

農
林
水
産
課 

林
業
振
興
係 

℡ 

74-

４
４
１
１ 

 

 

     

採
用
さ
れ
る
た
め
の
就
職
活
動
の
ポ

イ
ン
ト
（
仕
事
の
探
し
方
・
応
募
書
類

の
作
成
・
面
接
な
ど
）
に
つ
い
て
、
45

歳
以
上
の
方
に
特
化
し
た
内
容
の
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。 

※
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
の
求
職
活
動

と
し
て
認
め
ら
れ
ま
す
。 

◆
会
場
・
開
催
日 

○
青
森
会
場 

 
７
月
24
日
（
木
） 

 

リ
ン
ク
モ
ア
平
安
閣
ホ
ー
ル 

○
弘
前
会
場 

 

７
月
25
日
（
金
） 

 

弘
前
市
民
会
館 

◆
時 

間 
 

13
時
30
分
～
15
時
30
分 

セ
ミ
ナ
ー
終
了
後 

希
望
者
個
別
相
談 

～
17
時 

□
申
込
・
問
合
せ
先 

 

ネ
ク
ス
ト
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
あ
お

も
り 

 

℡ 

０
１
７-

７
２
３-

６
３
５
０ 

ﾒｰﾙ 
c
h
u
u
k
o
u
n
e
n
@
i
m
s
-
h
i
r
o
s
a
k

i
.
c
o
m 

    

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
帳
と
ふ
る
さ
と
青
森

県
の
知
識
が
つ
ま
っ
た
便
利
な
県
民
手

帳
が
、
今
年
も
販
売
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。 

通
常
版
の
他
、
「
こ
ぎ
ん
刺
し
模
様
」

と
「
菱
刺
し
模
様
」
の
限
定
版
も
販
売
さ

れ
ま
す
。 

ご
希
望
の
方
は
、
申
込
締
切
日
ま
で

に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。 

◆
通
常
版 

【
カ
バ
ー
色
（
４
色
）】 

黒
・
青
・
緑
・
赤 

【
価
格
】 

８
８
０
円
（
税
込
） 

◆
限
定
版 

【
カ
バ
ー
色
（
３
色
）】 

こ
ぎ
ん
刺
し
模
様
（
紺
） 

菱
刺
し
模
様
（
あ
さ
ぎ
色
ま
た
は
黒
）

【
価
格
】 

１
，
１
０
０
円
（
税
込
） 

◆
申
込
締
切 

 
７
月
31
日
（
木
） 

□
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

総
合
戦
略
課 

企
画
調
整
係 

 

℡ 

74-
２
１
２
２ 

 

   

  

放
送
大
学
で
は
、
２
０
２
５
年
10

月
入
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

 

大
学
を
卒
業
し
た
い
、
働
き
な
が
ら

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
し
た
い
、
学
び
を
楽
し

み
た
い
、
空
い
た
時
間
を
有
効
に
使
い

た
い
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
で
さ
ま

ざ
ま
な
年
代
や
職
業
の
人
が
学
ん
で

い
ま
す
。 

 

入
学
試
験
が
な
く
、
学
び
た
い
と
い

う
気
持
ち
が
あ
れ
ば
、
誰
で
も
入
学
で

き
ま
す
。 

 

詳
し
い
資
料
を
無
料
で
お
送
り
し

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。 

◆
出
願
期
限 

 

６
月
10
日
（
火
）
～
９
月
11
日
（
木
）

□
申
込
・
問
合
せ
先 

 

放
送
大
学
青
森
学
習
セ
ン
タ
ー 

 

℡ 

０
１
７
２-

38-

０
５
０
０ 

 

八
戸
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
ペ
ー
ス 

 

℡ 

０
１
７
８-

70-

１
６
６
３ 

 

放
送
大
学
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト 

 
h
t
t
p
s
:/
/w
w
w
.
o
u
j
.a
c.
j
p 

中中
高高
年年
のの
たた
めめ
のの
再再
就就
職職

支支
援援
セセ
ミミ
ナナ
ーー
にに
つつ
いい
てて  

放放
送送
大大
学学
入入
学学
生生  

募募
集集
のの
おお
知知
らら
せせ  

新新
たた
にに
森森
林林
のの
土土
地地
のの  

所所
有有
者者
とと
なな
っっ
たた
皆皆
様様
へへ  

「「
２２
００
２２
６６
年年
版版
青青
森森
県県

民民
手手
帳帳
」」
予予
約約
受受
付付
中中
！！  
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松くい虫被害は、マツノマダラカミキリという昆虫によって運ばれる体長１mmほどの線虫

（マツノザイセンチュウ）がマツの木に侵入することで枯れてしまう伝染病です。 

この松くい虫被害は、青森県では深浦町で平成27年から継続して確認され、被害本数も年々

増加しており、令和５年シーズン(R5.7～R6.6)には過去最多となる242本が確認されました。 

松くい虫被害がまん延し、松枯れが拡大すると農林水産業をはじめとする地域の産業・経済

のほか、自然景観や観光資源などに大きな影響を及ぼします。 

このため、県では専門家の意見も聴きながら、関係機関等と連携し、被害木の早期発見と駆

除を徹底してきましたが、近年の被害の増加を踏まえ、驫驫木木地地区区、追追良良瀬瀬地地区区、広広戸戸地地区区、大大

間間越越地地区区の散布区域図で示す松林において、マツノマダラカミキリを駆除する薬剤の散布を６６

月月1188日日、、1199日日にに１１回回目目のの散散布布をを実実施施ししままししたた。。 

22回回目目はは７７月月下下旬旬にに実実施施すするる予予定定ととしし、、22回回目目のの散散布布範範囲囲をを下下記記のの箇箇所所にに広広げげ、、駆駆除除をを実実施施

することとしました。 

※本薬剤は、野菜の害虫防除用に用いられる薬剤と同類のものです。 

なお、散布区域については、人家や農地などを避けて計画していますので、ご理解・ご協力

をお願いします。 

散散布布区区域域のの詳詳細細位位置置ににつついいててはは、、深深浦浦町町農農林林水水産産課課及及びび西西北北農農林林水水産産事事務務所所（（鰺鰺ヶヶ沢沢庁庁

舎舎））でで縦縦覧覧ししてていいまますす。。  

また、散布当日は進入路に作業実施をお知らせする看板を設置しますので、散布区域には立

ち入りを控えていただきますようお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□問合せ先 

青森県農林水産部 林政課森林保全グループ  ＴＥＬ ０１７－７３４－９５２２ 

深浦町農林水産課  林業振興係        ＴＥＬ ７４－４４１１（直通） 

松松くくいい虫虫被被害害防防止止ののたためめのの薬薬剤剤散散布布ににつついいてて  

薬剤散布区域図 


